２００８年１０月２１日.

河川水と地下水、その水質の違いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二次水道問題対策委員長　木村正孝

　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　環境安全センター理事

　　　　　　　　　　　　　　　　環境省認定：環境カウンセラー（事業者部門）

水道水として供給されている飲料水は、水道法４条に基づく水質基準に適合したものであり、水道事業管理者は、どのような原水であろうとも最大の努力をして浄化し、安全な水として供給しているものである。

しかし本件において、被告・宇治市は、開浄水場休止の理由として原水の水質を問題にしている。さらに浄化後の給水（水道水）について、相違はないと主張している。

しかし、その水質を比較考慮すれば、原水、給水ともに、府営水（府営宇治浄水場）は、開の水（宇治市開浄水場）とは異なることは明らかである。以下、原水及び給水（飲み水）の水質の違いについて明らかにしたい。

京都府営水道宇治浄水場水（以下府営水という）及び宇治市開浄水場水（以下開の水という）に関する記述等は、すべて京都府や宇治市のホームページで公開されているデータに基づく。

出典：府水質の安全確保のしくみ　http://www.pref.kyoto.jp/koei/suidou_40.html
　　　平成２０年度京都府営水道水質検査計画

平成１９年度水質検査結果　平成１９年度京都府営水道水質年報

　　　宇治市上水道　　　http://www.city.uji.kyoto.jp/category.php?parent_id=146
平成２０年度宇治市水質検査計画

平成１９年度水質検査結果

最初に概要を述べる。その後（Ａ）府営水と（Ｂ）開の水について、１．原水　２．処理方式　３．水道水（給水）について述べ、最後に水道水（給水）の相違の特徴を記載する。

概　要　

府営水の原水は河川水・ダム湖水で、開の水の原水は地下水である。この違いが原水の水質、浄水にする処理方法、給水（水道水）の水質、経費などすべてにわたり大きく異なることになる。一口で言えば、河川水は工場廃水、生活雑排水、農薬などの流入により汚染されているため、多大の経費をかけ、科学的技術を駆使して人工的に浄化したのち、広域的に給水する。水源が汚れれば汚れるほど、浄水場では凝集剤や消毒用塩素など化学物質を多量に使用しなければならず、その結果、発ガン性物質である「トリハロメタン」など新たに有害物を生成する。また水のおいしさを損なう。

一方地下水は、雨水、農業用水等が地下浸透し、その過程で地層により自然浄化され、限定的地域に給水される。近年地下水においても工場廃水等が地下浸透し､自然浄化されないまま原水の汚染が進行している例もあるが、物質が特定しやすいため、それに見合う浄化方法が確立している。

表―1　 概要

	項　目
	府　　営　　水
	開　の　水

	水源の種別
	ダム湖水（天ヶ瀬ダム）
	地下水（深井戸）

	原水の水質状況
	かび臭　高マンガン　白濁水（アルカリ度　PH値の変動）
	無色透明　PH値の低下

	水質管理留意事項
	かび臭　高マンガン　白濁水
	PH値　揮発性有機物

	浄水処理方式
	凝集沈殿→急速ろ過→オゾン→粒状活性炭→塩素消毒
	エアーレーション→塩素消毒

	浄水水質状況
	基準適合
	基準適合


　平成２０年度水質検査計画から作成

１．水道原水の水質　（河川水・ダム湖水と地下水）（表－２参照）

（Ａ）府営水

１　水源の種別　ダム湖水（天ヶ瀬ダム）

　琵琶湖を水源とする。天ヶ瀬までの間に、工場廃水、生活排水、し尿処理水、肥料や農薬、化学物質等の流入により汚染が進行している。また琵琶湖の富栄養化や湖底の水質悪化、ダムによる滞留などにも影響を受ける。ダムや湖沼では、水が汚れると必ず藻類が発生しカビ臭のもとになる。
２　原水の水質

　カビ臭　高マンガン　白濁水流入によるアルカリ度やPH値変動があり、臭気があり、色がつき濁りがある。また病原生物も存在する。

琵琶湖の状態が悪化しているため、今後、更に水質悪化が懸念されている。それは、

琵琶湖が暖冬や降雪量の減少、地球温暖化による水温アップなどにより湖底の水循環が行われず、水質悪化が進行しているためである。

別紙１　毎日新聞　　　2008.8.31　琵琶湖底 窒息寸前に

別紙２　日本経済新聞　2008.9. 1　琵琶湖は“青息吐息”

（Ｂ）開の水

１　水源の種別　地下水（深井戸）

一般に水資源としての地下水は、利用の簡便性、経済性、良質な水質、恒温性という特性を有している。
	地下水の利用特性

	特 性 
	 内　　　　　　　 容

	簡易性
	帯水層まで井戸を掘削し、ポンプなどの揚水施設を設置すれば、容易に良質な水が得られること

	経済性
	地下水の取水のための経費として、井戸の掘削、ポンプなどの揚水施設の設置などの初期費用と、ポンプの電気代などのランニングコストが必要となるが、他の水資源に比べて一般に安価であること

	良質な水質
	地下水は、長期間かけて地層中に賦存しているものであり、帯水するまでに不純物質は土壌に付着・ろ過されることから、一般に良好であり、適度にミネラル分を含有していること

	恒温性
	地下水は地域によって差異はあるものの、年間を通じてほぼ一定の水温で帯水しており、表流水に比べて夏は冷たく、冬は暖かいこと

	資料）国土庁『わが国の地下水－その利用と保全』（1997 年）より作成


（国土交通省：「今後の地下水利用のあり方に関する懇談会」報告　2007.3）

　　「地下水は水質が良く、水温はほぼ一定である。見方を変えれば地下水は魔法ビンに入った水のようなもので、年間を通して北海道では１０℃、関東では１４～１９℃、九州では２０℃程度で、夏は冷たく、冬は暖かく、使いやすい。カエルやヘビが地下にもぐって冬眠するのは地表に比べて地中の方が温度変化が少なく、居心地がよいからであろう。」

　　　「土壌は、地表から浸透してきた水に含まれている汚濁物質や不純物をろ過、吸着し、土壌微生物が不純物を分解する。さらに、水を溜めている帯水層では無機イオンの交換が行われ、水を自然浄化する。このように地下水はもともときれいな水なので、汲み上げるだけで飲用に使える。日本人が地下水を飲用に使いはじめたのは平安時代からといわれており、酒や豆腐造りに欠かせない貴重な地下資源である。」

　　　「一方、産業的立場から見た地下水は、良質、安価、恒温であることから過去に使用が急増したことがある。」（工学博士・技術士　和田洋六「飲料水を考える」139頁　地人書館　2000.2）

　また京都盆地の下は地下ダム構造になり、地下水量は琵琶湖に匹敵すると見られて

いる。( NHKスペシャル『アジア古都物語/京都-千年の水脈 』84頁　楠見晴重「京都の地
下水」)　

良質な水質と豊富な水量により、京都府南部の市町村は府営水と併用しているが、

地下水を優先的に住民に供給している。（京田辺市約７０％、城陽市約８０％、八幡市、久御山町約５０％が地下水である。）また宇治市内にある徳州会病院、京都文教大学や乳性飲料メーカー「ヤクルト」、「山崎製パン株式会社」京都工場なども地下水を使用しており、宇治市は事業所の地下水利用量で府内一である。

　別紙３：京都府統計資料「工業用水（淡水）市区町村・地域別結果表」
２　原水の水質　　

　臭気はなく透明、一般細菌、大腸菌ともゼロ。

電子部品やクリーニング工場などで洗浄剤として使用される有機溶剤の*テトラク

ロロエチレンとトリクロロエチレンが地下浸透により混入しているが、人体に影響は

ない範囲である。（京都府報告書「宇治市浄水場及び周辺井戸の汚染について」平成19．４.13）

また、平成３年度以降、原水が悪化している事実はない。

＊「トリクロロエチレン・テトラクロロエチレン」　揮発性有機化学物質　有機塩素系溶剤の一種、揮発性、不燃性、水に難溶。発がん性については単に量的なものではなく質的な種差（マウスとラット）があることが証明されているため、人における発がんリスクを評価することは困難であるが、今後とも疫学研究に注目する必要があると
されている。（EICネット環境用語集）

　http://www.eic.or.jp/ecoterm/?act=view&serial=1981　

　＊この物質は、水道水質基準内では発ガンリスクはゼロであるにもかかわらず、宇治市は発ガン性を強調し、住民に虚偽の説明を繰り返し、休止を正当化してきた経緯がある。

表―２  水道原水の性状

	水 質 基 準 項 目
	水　質　基　準　
	府 　　　　営 　　　　水 

	基礎的性状
	（給水基準）
	＊水質基準（給水基準）は参考数値。原水には適用外

	臭気
	異常でないこと
	生臭臭
	１２回
	藻臭
	８回
	
	　

	色度
	５度以下
	最高値
	１６度
	最低値
	１０度
	平均値
	１２度

	濁度
	２度以下
	最高値
	４．０
	最低値
	１．０
	平均値
	２．６

	病原生物
	　
	　

	一般細菌　集落数／ｍｌ
	１００個／ｍｌ以下
	最高値
	１９０個
	最低値
	１３個
	平均値
	５６個

	大腸菌 　MPN／100ｍｌ
	検出されないこと
	最高値
	３４
	最低値
	なし
	平均値
	６

	基礎的性状
	　
	開の水

	臭気
	異常でないこと
	異常なし

	色度
	５度以下
	０．５未満

	濁度
	２度以下
	０．２未満

	病原生物
	　
	　

	一般細菌　集落数／ｍｌ
	１００個／ｍｌ以下
	０個

	大腸菌 　MPN／100ｍｌ
	検出されないこと
	検出されず


２．処理方式　（人工的処理と自然的浄化）

　原水の水質により、処理方式（浄化方法）が変わる。きれいな原水では簡単な処理です済むが、汚染されていると経費をかけ、高度な人工的処理が必要になる。

（Ａ）府営水

　処理方式は、凝集沈殿→　急速ろ過→　オゾン処理→　粒状活性炭処理を採用。

当初は凝集沈殿と急速ろ過だけであったが、水質悪化に伴い水が臭いなど苦情が増え、平成１３年にオゾンと活性炭処理が通年で加えられた。原水悪化に対応し４つの処理工程で人工的に浄化せざるを得ない現状がある。その結果、処理工程から副生成物として*「トリハロメタン」など発ガン性物質が生成されている。（いずれも水道水質基準内）
＊「トリハロメタン」　塩素処理副生成物。原水には含まれず、浄水場で加えられる塩素と原水に含まれる汚れとが反応して出来る物質。クロロホルムなど四種類の総称

　　

「凝集沈殿」「急速ろ過法」は、薬品を使わず天然の浄化力による「緩速ろ過法」に比べ、硫酸アルミニウムなど浮遊物を集める凝集剤や消毒用塩素など多量の薬品を加え、高速でろ過する方法である。この方式では、アンモニア、マンガン、臭気成分などの除去能力がほとんどなく、一方でトリハロメタン生成量が増えやすい。このため、高度処理と言われる「オゾン＋活性炭処理」を行い、急速ろ過を補う。

オゾン処理は、オゾンの酸化力により汚染物質の分解・殺菌やカビ臭の除去に役立つ一方、自然の水のうまみを無味化するといわれている。
近年、急速ろ過方式で使用する凝集剤の硫酸バンドに含まれるアルミニウムとアルツハイマー病との関連性が指摘され、新たに「膜ろ過法」が研究されている。

（Ｂ）　開の水

エアーレーション→　塩素消毒　

水質が良好なため、長年にわたり塩素注入のみであった。元東京都水道局玉川浄水管理事務所所長で農学博士の小島貞男氏は、次のように述べている。

「地下水や伏流水を水源とする水道は、消毒のほかは浄水処理をしないという意味から、こうした給水方式を「直送方式」と呼んでいます。」「直送方式が可能な水道の原水は清澄で、消毒用の塩素の使用量も少ないため、自然の味を損なうことのないので、おいしい水を供給することができます。」（小島貞男「水道水をおいしく飲む」92頁　講談社　1994）　

　開浄水場では１９９０年（平成２）１１月の水質検査でトリクロロエチレンが*暫定水道水質基準を超えたため、市は１９９１年（平成３）エアーレーション装置を設置、曝気処理を加えた。その結果、「エアーレーション装置の効果で、トリクロロエチレンの検出量が大幅に改善されました」「原水にトリクロロエチレン、テトラクロロエチレンは含まれていますが、浄水において問題はありません」と市は水道水質検査結果で報告している。

＊　新水質基準は１９９３年（平成５）１２月１日から施行

テトラクロロエチレンやトリクロロエチレンは、地下水汚染が問題になった当初（１９７５年後半）に初めて検出された物質で、この物質は電子部品、精密機械、クリーニング工場などで使われる塩素系有機溶剤で、「揮発性があるので、接触剤を充填した塔の上から地下水を流下させ、下から空気を吹き込む装置で地下水と空気を接触させれば除去できる。」（和田「飲料水を考える」142頁　）ものである。またこの物質除去の精度をさらに向上させることは、高槻市の実例（開浄水場の３倍の高濃度を９９％以上除去し給水している）からも可能である。

３．水道水（給水）（表－３参照）
　水道水に含まれる有害物質が少ないほど、安心でおいしい水といえる。

（Ａ）　府営水

水温　　　８.６℃～２８℃　

混入物質　トリハロメタン（クロロホルム、ブロモジクロロメタン、ジブロモクロロメタン、ブロモホルム）他数種

（Ｂ）　開の水

水温　　　１３.６℃～２０.５℃

混入物質　トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン

比　較―府営水と開の水
府営水、開の水ともに水道水として供給されている以上、水道水質基準に適合する安全な水であることは前提である。しかし「安全」ではあっても、「安心」「おいしい」の観点からみれば、飲み水としての価値において、府営水は劣っているといえる。

その理由は、①総トリハロメタン値が高い。（この傾向は、*河川水・ダム湖水に共通するものといえ、他の地域においても同様である。）②汚濁物質が数種存在する。有機物（全有機炭素（ＴＯＣ））量が多い。③水温の変動性、硬度などから水のうまみに欠ける。（おいしい水とはいえない）ことがあげられる。

＊別紙５　「木津川水系の水道・給水栓の総トリハロメタン濃度」（「淀川水系の水質を調べる会」作成）　

＊別紙６　山形県鶴岡市データ（甲３０号証）

表－３　　給水水質比較
	　
	平成１９年度
	開　　　の　　　水
	府　　　営　　　水

	項　　　目　
	水質基準
	2007/5
	2007/8
	2007/11
	2008/2
	2007/5
	2007/8
	2007/11
	2008/2

	総トリハロメタン
	0.1ｍｇ／ｌ以下
	－
	－
	－
	－
	0.015
	0.031
	0.023
	0.013

	クロロホルム
	0.06ｍｇ／ｌ以下
	－
	－
	－
	－
	0.007
	0.016
	0.009
	－

	ブロモジクロロメタン
	0.03ｍｇ／ｌ以下
	－
	－
	－
	－
	0.007
	0.011
	0.008
	0.004

	ジブロモクロロメタン
	0.1ｍｇ／ｌ以下
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	ブロモホルム
	0.09ｍｇ／ｌ以下
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	有機物（ＴＯＣ）
	5ｍｇ／ｌ以下
	－
	－
	－
	－
	0.7
	0.7
	0.9
	0.8

	テトラクロロエチレン
	0.01ｍｇ／ｌ以下
	0.001
	0.001
	0.001
	0.001
	－
	－
	－
	－

	トリクロロエチレン
	0.03ｍｇ／ｌ以下
	0.011
	0.009
	0.009
	0.010
	－
	－
	－
	－

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	

	おいしい水の要件
	指　  標
	2007/5
	2007/8
	2007/11
	2008/2
	2007/5
	2007/8
	2007/11
	2008/2

	水温
	最高20℃以下
	17.5
	20.4
	17.5
	13.6
	17.3
	26.8
	19.5
	7.5

	硬度
	10～100ｍｇ／ｌ
	28
	29
	29
	30
	47
	42
	45
	49

	蒸発残留物
	30～200ｍｇ／ｌ
	89
	101
	105
	85
	89
	91
	86
	76

	遊離炭酸
	3～30ｍｇ／ｌ
	検査結果なし
	検査結果なし

	残留塩素
	0.4ｍｇ／ｌ以下
	0.6
	0.5
	0.5
	0.6
	0.4
	0.5
	0.4
	0.5

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	おいしい水の要件
	　
	2007/4
	2007/6
	2007/7
	2007/9
	2008/10
	2007/12
	2008/1
	2008/3

	水温
	開　の　水
	15.1
	18.6
	20.5
	20.2
	18.6
	15.2
	14.0
	14.3

	最高20℃以下
	府　営　水
	13.5
	22.6
	25.4
	28.0
	23.2
	12.4
	8.9
	8.6

	硬度
	開　の　水
	27
	26
	28
	27
	28
	29
	29
	18

	　10～100ｍｇ／ｌ
	府　営　水
	47
	46
	41
	45
	46
	49
	48
	42


平成１９年度宇治市水道水質検査結果から作成。

基準値の１０分の１未満は－とした。

水温、硬度は毎月検査結果が公表されているため、年４回以外の月の分を３段目に記した。

コメント：

・遊離炭酸についても、宇治市は検査と公表が必要である。
・開の水－残留塩素については、配水距離が短いため、注入量調整で下げることが可能と思われる。

・府営水－総トリハロメタンを構成する４物質のうち、発ガン性リスクのあるクロロホルム、ブロモジクロロメタンの数値が高い。

・府営水－水温は７.５℃から２８℃と年間の変動幅が大きい。

１　総トリハロメタン値が高い府営水

　安全ではあるが、安心ではないトリハロメタン値
１）　トリハロメタンは、水道水中の発ガン性物質として、１９８０年半ば頃から社会問題化した。近年話題になった環境問題のうちでも最も大きな問題であった。その衝撃は、汚濁水を浄化、殺菌するための塩素が発ガン性物質を副成してしまうことであり、「塩素消毒が産んだ鬼っ子」（和田「飲料水を考える」99頁）と表現された。

　トリハロメタンは、「大量に摂取すると中枢機能低下、肝臓障害、腎臓障害、催奇形性、発ガン性などがあり、さらに痴呆、イライラ、疲れやすい、無気力などの原因にもなる」（小島「水道水をおいしく飲む」107頁）といわれているもので、「自分の地区の水道水の危険度を知りたいときは、危険度は総トリハロメタンに比例すると考えて計算していただければ、おおまかな見当はつくはずである。」（中西準子「水の環境戦略」107頁　岩波書店・1994.7）と、水道水の危険度を知る重要な指標である。　

２）　府営水の*総トリハロメタン値は、最高０.０３１、最低０.０１３、平均０.０２１（ｍｇ／ｌ）である。一方、開の水は０.００１未満で、全くないということである。これは原水中に汚濁物質がないため、塩素により生成されないためである。このように、府営水の給水には、開の水の３１倍以上、年間平均でも２０.５倍以上のトリハロメタンが存在することになる。さらに、総トリハロメタンを構成する４物質のうち、*発ガン性リスクがあるクロロホルム、ブロモジクロロメタンの数値が高い。

＊「総トリハロメタン値」　クロロホルム、ブロモジクロロメタン、ジブロモクロロメタン、ブロモホルム４種の濃度の総和

＊「発ガン性リスク」１０eq \o(\s\up 6(－　),\s\do 2(　))eq \o(\s\up 6(５　),\s\do 2(　))　毎日２㍑の水を一生飲み続けたとき、１０万人に一人がガンになる可能性があるというもの　
３）トリハロメタンが発ガン性物質であることの認識はもとより、それが原水ではなく浄水課程で生じる副生成物（原水中の汚濁物質と滅菌のための塩素注入で生じる）であり、トリハロメタンの濃度は原水の有機物濃度にほほ比例することから、今後、原水がさらに悪化すればトリハロメタン値がより高くなる心配がある。京都府はその認識があるからこそ、原水調査を積極的に行い、情報公開もしていると思われる。

２　汚濁物質が数種存在する。また有機物量が多い。

１）　府営水の給水には、硝酸窒素・亜硝酸窒素、フッ素化合物、トリクロロ酢酸、アルミニウム化合物、ナトリウム化合物などが含まれているとともに、ＴＯＣの数値からみて全体の*有機物量が多い。（別紙７　水道水の水質）

＊有機物（全有機炭素（ＴＯＣ））は水中に含まれる有機物中の炭素の総量を測定することにより水の汚れの度合いを知ろうとする指標のひとつ。膨大な数の有機物を、種類に関係せずまとめて測定する方法として使われてきたBOD、CODに変わるもの。
２）　人体への影響や環境リスクについて、「水」の専門家として著名な中西準子横浜国立大学環境科学研究センター教授（現在独立行政法人産業技術総合研究所）は次のように述べる。『「発ガン性物質は少量でも危険があるから駄目」という考え方は、「非ガン性物質は、何種類摂取してもそれぞれがADI以下なら安全」という考え方の裏返しであるが、これは事実に反する。』『総合して毒性を評価するという考えが全くないからである』（中西「水の環境戦略」158頁）

　　＊「ADI」　人体に影響のでない量。1日許容摂取量

水質基準は、「1日2㍑の水を毎日飲んでも、有害物質中毒にならない許容値」であるとされているが、基準値内であっても、一物質だけを取り上げて考えるのではなく、各種汚濁物質の総量を考えるリスク管理が重要と指摘されているのである。

飲料水における有害性の問題は、汚濁物質総体として考えなければ、本当の安全性とは言えないのである。

３　水温が一定　超軟水の開の水
おいしいと言う味覚の判定はむつかしいのではないかといわれるが、１９８５年に厚生省（現厚生労働省）の発案でつくられた「おいしい水研究会」は「おいしい水の要件」を数値で明らかにした。（表－４）この数値をもとに比較すると、水温、硬度において、府営水と開の水の相違は明らかである。

１）水温　（おいしい水の要件では最高２０℃以下）

　おいしい水の条件の一つは、「水温が適当であること」で「どれくらいの温度が味をよくするのかというと、人の平均体温より２０～２５℃低い１０～１５℃が適温です。ただし、真夏には２０℃くらいでもかなりおいしく感じます。（小島「水道水をおいしく飲む」47頁）

開の水は、地下水の特性で夏は冷たく冬は暖かい。一番暑い７～９月で約２０℃、１～３月で１４℃前後、その他の期間は約１６℃である。実際夏の暑い日の蛇口では、水道管に水滴がつく。冬は温水器など暖房費も経済的である。

一方、府営水は、年間の高低差が激しく最低で７.５℃、最高は２８℃に達する。夏場の生あたたかさ、冬場の冷たさは、配管経路の長さも影響している。

２）硬度　１０～１００ｍｇ／ｌ　

硬度は、ミネラル中のカルシウムとマグネシウムの含有量で、「硬度の低い水はくせがなく、良く解け、高いと好き嫌いが出る。」（和田「飲料水を考える」144頁）

開の水は、３０度以下の超軟水で、府営水は一般的な河川水と同じ５０度前後である。このため、お茶などを入れるとおいしさの差は一目瞭然である。

３）小島貞男氏は、“おいしい水はどこにあるか”の中で次のように述べる。

「私は水道水の味は水源や浄化処理法の違いによって、特級水から三級水くらいまで差があると考えています。」「具体的にいえば、湧き水や良質の地下水を、わずかに塩素消毒しただけで直接給水している水道の水がいちばんおいしい水、つまり特級水です。その次においしい水道水は、まったく汚染されていない河川や湖沼の水を原水として、緩速濾過法や急速濾過法によって浄化処理した水、これが一級水です。ついで汚染された河川や富栄養化して藻類が発生している湖沼の水を原水として緩速濾過法で処理した水が二級水に当たります。そして、二級水と同じ原水を多量の薬品と急速濾過法で浄化処理した水が三級水ということになります。」「すなわち、汚染されていない原水を用いて、その味を損なわない方法で浄化した水がいちばんおいしい水です。反対に、汚染された原水を多量の薬品を使って浄化した水道水は味がよくありません。おいしい水道水ほど浄化処理が楽で、しかも費用がかからないのです。」（小島「水道水をおいしく飲む」21頁）
おいしい水は安全、まずい水は汚れているといわれる所以である。この説明に基づくと、開の水は特級水、府営水は二～三級水と言えるだろう。

各種物質の測定値やおいしい水の要件から比較検討すれば、住民が望む飲料水として「開の水」が優れていることは明らかである。

「おいしい水」は国民のニーズ

１９９０年代から急増したミネラルウオーターの消費量は毎年増加している。２００７年（平成１９）、ミネラルウオーターの国内生産量と輸入量合計は２５０万㌔ﾘｯﾄﾙで、１９９０年（平成２）の１４倍、消費量は一人一日１.６３ﾘｯﾄﾙである（人の飲用水は１日平均２ﾘｯﾄﾙ）。売上高は９０年の１,６００万円から１億９千万円と驚くべき金額である。（ミネラルウオーター類各種統計　2008.8　日本ミネラルウオーター協会）
http://www.minekyo.jp/sub3.htm
メーカーは競ってミネラルウオーターを開発し、スーパーのチラシには必ずミネラルウオーターの安売り広告が掲載されている。家庭用浄水器の普及もずいぶん進んだ。これらはいずれも、おいしい水を求める消費者のニーズに基づきメーカーが対応した結果である。ミネラルウオーターの主な購入理由は１位が「おいしいから」、２位が「トリハロメタンがない」であった。（国民生活センター「飲料水を考える」1993）

このニーズを背景に厚生省も対応に乗り出した。１９９３年（平成５）１２月改訂の新水質基準に、トリハロメタンなど新しい化学物質を規制する遵守義務項目とともに、「快適水質項目」１３項目（目標値）ももうけたのである。

表－４　　おいしい水の要件　（厚生省：おいしい水研究会　1985年）
	項　目
	指　　標
	内　　　容

	水　　温
	最高２０℃以下
	体温より２０～２５℃低い１０～１５℃が適温（夏場でも２０℃くらい）

	硬　　度
	１０～１００ｍｇ／ｌ
	ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、硬度が低い水はくせがなく、高いと好き嫌いが出る。

	蒸発残留物
	３０～２００ｍｇ／ｌ
	主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦味等が増し、適度に含まれると、まろやかな味がする。

	遊離炭酸
	３～３０ｍｇ／ｌ
	水にさわやかな味を与えるが、多いと刺激が強くなる。

	過マンガン酸カリウム消費量
	３ｍｇ／ｌ以下
	有機物量を示し、多いと渋みをつけ、多量に含むと水の味を損なう。

	臭気強度
	３以下
	臭いがつくと不快な感じがする。

	残留塩素
	０．４ｍｇ／ｌ以下
	水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味をまずくする


付記　水道水質基準と環境基準について

　水道水は、水質基準に基づき給水される。その数値を超える水は給水できない。環境基準は、それとは異なる行政施策の目標である。

環境基準について環境省は次のように述べている。「人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準として、終局的に、大気、水、土壌、騒音をどの程度に保つことを目標に施策を実施していくのかという目標を定めたものが環境基準である。」「環境基準は、維持されることが望ましい基準であり、行政上の政策目標である。」（環境省　環境基準について）http://www.env.go.jp/kijun/index.html
「環境基準は、行政目標であり、その意味でそのままの形で、工場等の排水水質規制の基準となるものではない。」（「水質汚濁に係る環境基準の取扱いについて」経企水公７７号）

水道行政を進めるにあたり、この違いを認識せず、混同することは、行政の混乱を招くもとである。被告・市が、今回、開浄水場休止の理由として、原水に含まれるトリクロロエチレンなど揮発性有機化学物質が環境基準値を超えていることをあげている間違いは、明らかである。

（付記すれば、市は今回の休止問題までは、このことを認識していたはずである。毎年度検査月の報告「水質検査結果について」では、一貫して、「原水の一部で基準値を超えましたが、浄水及び給水ではすべて基準値内で異常ありません。」としてきていたのである。）

（さらに付言すれば、原水の水質悪化を理由に、開浄水場と同時期に提案され、すでに休止された宇治市「槙島浄水場」の原水は、「環境基準値を超えていない」ことも指摘しておきたい。）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

註　変更点は青色にしています

· 発ガン性　ユニットリスク

１０eq \o(\s\up 6(－　),\s\do 2(　５))
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/RA/about_RA5.html
※　NEDO事業における「初期リスク評価書」では、発がん性について以下のように評価しています。【HPアドレス】http://www.safe.nite.go.jp/risk/riskhykdl01.html

遺伝子障害のない発がん物質（閾値あり）
その他の毒性と同様、MOE(暴露マージン)によるリスク評価を行います。
ただし、不確実係数(UF)として以下の2項目を追加考慮します。（＊１）

　・発がん性であるということ(×1～10)
　・がんの細胞種・部位・発現時期等の重篤性に対応(×1～10)

遺伝子障害のある発がん物質（閾値なし）
閾値がなく、MOE(暴露マージン)によるリスク評価はできないため、U.S.EPA(米国環境保護庁)やWHO(世界保健機構)などの評価機関による定量的評価が利用可能な場合には、発がん性の確率を表すユニットリスク※等を記載します。

しかし最終判断の際には、ユニットリスク等はあくまで参考にとどめ、「詳細リスク評価の必要な物質の候補」として扱います。

用語解説
※ユニットリスク Unit risk：
化学物質を濃度1μg/L（水）または1μg/m3（空気）で生涯（70年）毎日暴露した時予測される発がんリスクの上限値。
	ユニットリスク

	ふりがな
	ゆにっとりすく

	英語
	unit risk

	同義語
	UN

	定義
	環境媒体中の単位量（濃度）を一生涯摂取(吸入）した場合の発がん確率。吸入の例：濃度1μg/ｍ3の当該物質を含む大気を１日当たり20ｍ3ずつ体重70kg（日本では体重50kg)の人が70年吸入し続けた時の発がん確率（US・EPA）

	関連語
	発がん性

	発がん性

	英語
	carcinogenicity

	同義語
	CAR

	定義
	化学的要因、物理的要因、生物的要因などが、ヒト・動物にがんを発生させる能力を持つ性質。がん原性ともいう。

	関連語
	MUT、CMR、発がん性物質、イニシエーター作用、プロモーター作用


（＊１）

	不確実係数

	ふりがな
	ふかくじつけいすう

	英語
	uncertainty factor

	同義語
	UF

	定義
	不確実性係数ともいう。動物実験などで得られた毒性データを用いてリスク評価を行う場合、データのばらつきやデータのない領域に外挿等を行う時に安全性を確保するために用いる係数。不確実係数と同様の概念の用語として、安全係数、評価係数がある。一般に不確実係数及び評価係数は意図しない暴露（環境汚染物質など）の場合に使われ、安全係数は医薬品や食品添加物などの様に意図的な暴露に対して使われる。不確実係数は、以下の構成要素を必要に応じて掛け合わせて決定する。1.動物からヒトへの外挿(種差)：10、2.個体差：10、その分割、3.短期試験から長期試験へ：最大10、4.LOAELしか求められていないとき：最大10、5.毒性の質：最大10(発がん性、催奇形性、神経毒性など)、6.毒性試験の信頼性：最大10、重要な毒性試験の不足：最大10。

	関連語
	安全係数、評価係数、AF


	催奇形性　（さいきけいせい）

	英語
	teratogenicity

	定義
	環境要因が先天奇形を発現させる性質のうち、胎生期に作用した場合に、胎生期死亡や発育遅滞を除く、形態的および機能的発生障害を引き起こす性質。

	関連語
	生殖・発生毒性、繁殖試験


	ヒトへの外挿

	英語
	extrapolation to human

	定義
	動物実験から得られた結果を用いてヒトへの影響やその程度を推定すること。


	WHO　（世界保健機関）

	World Health Organization

	EPA

	Environmental Protection Agency

	（米)環境保護庁（US.EPA)

	関連語:

	EPA

	

	Environmental Protection Administration

	(台湾)行政院環境保護署
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